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民間研究助成 

１）（財）東洋医学研究財団 助成対象 

2014 年度（第 37 回）研究助成  

「放射線腸炎に対する半夏瀉心湯の有効性の検討（第Ⅱ相試験）」 

成果獲得年月 2014 年 9 月  

助成金額 500 千円 

 

２）（財）東洋医学研究財団 助成対象 
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「急性期放射線腸炎に対する半夏瀉心湯の効果：多施設第Ⅲ相試験）」 
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 2014 年 3 月 名古屋市立大学大学院医学研究科 医学博士  

2014 年 4 月から 2020 年 11 月まで 名古屋市立大学大学院医学研究科 助教  

2020 年 12 月から 2022 年 3 月まで 同  講師 

医学部学生に対し、週 1 回の臨床実習講義および年 1 回の講義を担当した。 

同時に、8 名の大学院生の研究および博士論文の指導を行った。 

2022 年 4 月から現在まで 同  非常勤講師 

大学院生の大学院生の研究および博士論文の指導を行っている。 

 

7 診療実績 

日本専門医機構    放射線科専門医 

日本医学放射線医学会 放射線治療専門医 

日本医学放射線学会  研修指導者 

日本核医学会     核医学専門医 

第一種放射線取扱主任者 

日本乳がん検診精度管理中央機構 検診マンモグラフィー読影認定医 

 

 

 

 


